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沖縄語首里方言の終助詞付き用言語彙資料
西岡敏
１．はじめに
本稿では、沖縄語首里方言のおもな終助詞を採り上げ、それらが用言に付いたときの形
を挙げる。『沖縄語辞典』（国立国語研究所2001[1963]）の見出し語に載っていない終助詞
を指摘し、新たに記述を加える。それら「沖縄語辞典』に載っていない終助詞だけでなく、
すでに「沖縄語辞典』の見出し語に載っている終助詞についても、その終助詞が後ろに付
くことのできる用言の活用形が、『沖縄語辞典』の中で指摘されていない場合がある。そ
れら終助詞についても、どのような用言の活用形に付くことができるか提示する。後半に
は終助詞付きの用言語彙資料を添付する。
用言の活用形は、『沖縄語の入門」（西岡敏・仲原穣2000）における活用形の分類をもと
にする。その後ろに終助詞が付く活用形として、動詞では、否定形、志向形、禁止形、イ
段命令形、エ段命令形、終止形、連体形、尾略形、推量形、過去終止形、過去連体形、過
去尾略形、過去推量形、テ形を採り上げる。サ形容詞では、終止形、連体形、否定形、尾
略形（サ語幹)、ヌ形、推量形、過去終止形、過去連体形、過去尾略形、過去推量形、テ
形を採り上げる。もちろん、これらの活用形がすべてではないけれども、調査不十分であ
ることから他の活用形は割愛した。禁止形については、終助詞として「ナ」を抽出せず、
ひとまとまりに禁止形として扱った。西岡・仲原2000:182-183では命令形の用語を－つに
して区別していないけれども、本稿では「ムテイmuti」（持て）のようにイ段で終わる命
令形を「イ段命令形｣、「ムテーmutec」（持て）のようにエ段で終わる命令形を「エ段命令
形」と呼ぶことにする。さらに、西岡・仲原2000:183で「過去形」とのみあるものを本稿
では「過去終止形」と呼ぶことにする。また、西岡・仲原2000で用いられているカタカ
ナ・ローマ字表記を本稿でも使用する。アクセント記号として、高に［｢]、低に［｣］を
使用した。沖縄語首里方言では、アクセントの核を持つ語（アクセント有核の語）につい
て、通常、前から２モーラ目にアクセントの核がある（２モーラ語の場合は前からｌモー
ラ目)。『沖縄語辞典」を引用する場合、声門閉鎖音は［?］で、アクセント記号の数字は、
無核（平板型）を(o)、有核（下降型）を(1)で、見出し語の中の分類番号は（－)、に)、
(三）などによって、代用して書くことにする。
伊狩典子氏（1931年・首里儀保生まれ・女性）からは、沖縄語首里方言の話者として多
くのご協力をたまわった。深く感謝申し上げる。
－１７－
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2．沖縄語首里方言における終助詞の例
本節における終助詞付きの諸形の例示には、終止形のときにアクセントが無核である
動詞：「ユムン「yumuN（読む）
サ形容詞：「タカサン｢takasaN（高い）
を使用した。また、本節ではあまりふれられないけれども、終助詞付きの用言において、
特にアクセントが有核である語については、服部四郎1955:324、国立国語研究所2001
[1963Ｊ54、上野善道2001:633-634の指摘にもあるような「２度に及ぶ下降」（上野2001:634）
を持つ用例が多数あることを指摘しておきたい。
｢ユブルヨ｣－（呼ぶよ）←「ユブ｣ン｢yubu｣Ｎ（呼ぶ、アクセント有核）
一方、アクセントが無核で自然下降していたものでも、形態素の切れ目の部分で高く立
ち戻るものがある。下の例では《｢テイン》の部分がそれにあたる。
｢ユムン｢テイン」ド｢－（読むそうだよ）
他の具体例については、後半の語彙資料を参照していただきたい。
以下より、沖縄語首里方言における主な終助詞の例を具体的に掲げる。終助詞の記述は
非常に難しく、現段階では語形に対応する共通語訳が必ずしも厳密なものではないことを
お許しいただきたい。
（１）ケ｣－ｋe｣ｅ～よ。
『沖縄語辞典』（国立国語研究所2001[1963卯318）には、「-kcｃ（助）よ。「禁止形」に付
く。＜?ukee（置けよ)。sjuna～・するなよ・？ikuna～・行くなよ･」とある。しかし、実際の
ところ、否定形にも付くことができる。
表（１）動詞
否定形
禁止形
｢ユマンケ｣_（読むなよ）
｢ユムナケ｣_（読むなよ）
（２）」キ」kｉ～よ。
この終助詞については、『沖縄語辞典」に立項されていない。否定形に付くことはできる
－１８－
Hosei University Repository
が、禁止形には付くことができないようである。ウキ（置け）に由来する。《ケー》より
もきつくたしなめるニュアンスがあると言う。
表（２）動詞
否定形「ユマン｣キ（読むなよ）
（３）ナ、ａ～（しよう）よ。～したい。
『沖縄語辞典」（国立国語研究所2001[1963]:399）に、「-,ａ（接尾）動詞の未然形（筆者
注：本稿の志向形）に付いて希望の意をそえる。cikana．（聞こうよ。聞きたい）など｡」
とある。内間直仁1994:290-291には、「おもろさうし』の例として「な（願望)｣、現代琉球
方言の例として「ナ・ンナ（願望)」が挙がっている。野原三義1998:27には、琉歌の例と
して「願望」の「な」が挙がっている。
表（３）動詞
志向形「ユマナ（読もうよ）
（４）イイ」－ｙｕｉ～ねえ。～よ。
｢沖縄語辞典』（国立国語研究所2001[1963]:264）に、「-iｉ（助）よ。ねえ゜意志を表わす
形（すなわち「未然形」の単独の形）に付く。対等・目下に対する親しみの気持ちを表わ
す。juma～.読もうねえ。？aNsa～､そうしようねえ。？ikaN?uka～､行かないでおこうねえ｡」
とある。「意志を表わす形」は、本稿では志向形と呼んでいる。野原1998:14には、「ＱｉＬｉｉ
(ね。念押し)」とある。
表（４）動詞
志向形「ユマイイ」－（読もうねえ）
（５）ウウ｣－Ｗu｣ｕ～よ。
『沖縄語辞典』には、終助詞としての《ウウーwuu》は立項きれていない。目上への尊敬
の待遇を示す終助詞である。前掲の《イイーyii》と同じく、志向形に付く。表（５）の例
は丁寧体の形に付いた例だが、普通体の形にも付くことがある。
表（５）動詞
志向形（丁寧）「ユマビラウウ｣_（読みましょうよ）
－１９－
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（６）「ヒー「hii～よ。～ねえ。
｢沖縄語辞典』（国立国語研究所2001[1963]:211）には、感動詞としての《hii》が立項され
ているが、終助詞としての《ヒーhii》は立項されていない。野原1998:14には、「Pii,iｉ（ね。
念押し)」とある。目下への親しみの待遇を表わす終助詞であることは、イイーyiiと同様
であるが、沖縄語首里方言において付くことができる形はエ段命令形である。
表（６）動詞
エ段命令形「ユメー｢ヒー（読めよ）
（７）」ド｢－」do｢ｏ～ぞ。～だぞ。
｢沖縄語辞典』（国立国語研究所2001[1963]:177）には、「doo(0）（助）ぞ。だぞ。nusudu
～・どろぼうだぞ。，jaQciininulaarijuN～・にいきんに叱られるぞ｡」とある。内間'994:315‐
316は、「おもろさうし』と現代琉球方言の《ドー》に相当する例を挙げている。野原
1998:13-14では、「全琉に比較的広く通用しているタイプ」の終助詞の一つとして「roo
(断定・主張)」が挙がっている。『沖縄語辞典』（国立国語研究所2001[1963]:177）では、
用言について終止形に付く例のみが挙がっているが、それも含めて以下の表（７）に掲げ
た諸形に付く。また、他の終助詞、《ハジ》《クトウ》の後にも付くことがある。
表（７）動詞
終止形
否定形
椎量形
過去終止形
サ形容詞
終止形
否定形
椎量形
過去終止形
過去推量形
’
一
’
’
’００００００｜ⅡⅡ’００，ｌ００ｕ０００Ｆ００．００，
－奉串（眼‘，｜》眼』狼‐，』医』へ床‐，一吟醒へ眼‐，
．‐ⅡⅡⅡⅡ］●ⅡⅡⅡⅡⅡ］’ⅡⅡⅡⅡⅡ］００００００］
ン
ン
一
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ン
ム
マ
ム
ダ
ユ
ユ
ユ
ユ
ーＯｐ００００－０００００。［００００００｛０００００，
(読むぞ）
(読まないぞ）
(読むだろうよ）
(読んだぞ）
｢タカサン」ド｢－（高いぞ）
｢タカコーネーン」ド｢_（高くないぞ）
｢タカサラ」ド｢－（高いだろうよ）
｢タカサタン」Ｆ｢－（高かったぞ）
｢タカサタラ」ド｢_（高かったろうよ）
(７，）「ティン」ド｢－「tiMdo｢ｏ～そうだよ。
｢～するそうだよ」という伝聞を意味する表現に、《テインドー》というのがある。話者
によると、最近はあまり聞かれなくなった表現だという。《テイン》（助動詞、｜テイン
ーティルーティラーティ｜と活用する）で独立した言い方はなく、必ず《ティンtiN》を
－２０－
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《ドーdoo》で補う必要がある。《ティン》は、《ティーti》（～と、引用の助詞）＋《ツ
ユン，yuN》（言う）に由来すると考えられる。歌謡（例えば「谷茶前｣）ではテ形に《テ
インドー》が付く例が出てくるけれども、口語の沖縄語首里方言ではテ形には付かない。
なお、《テイン》を終止形とすると、《テイル》は連体形で、後に《ムン》《ムンヌ》な
どが付く。《ティラ》は推量形で、後にやはり《ムン》《ムンヌ》などが付く。《テイ》
は尾略形で、後に《サ》《ツサー》などが付く。『沖縄語辞典』（国立国語研究所2001
[1963]:435）には「－，Ndisa」という助詞が立項されているが、本稿の話者の場合は、
《｢ティ｣サ》《｢-ti｣-sa》（ティンの尾略形十サ）である。表（７，）では、終止形に付く
もののみを代表させて掲げる。
表（７）動詞
終止形「ユムン「テイン」Ｆ「－（読むそうだよ）
（「ユムン｢テイルムル）（読むそうだから）
（「ユムン｢テイラム｣ン）（読むそうであろうから）
（「ユムン｢ティ｣サ）（読むそうさ）
サ形容詞
終止形「タカサン｢ティン」ド｢－（高いそうだよ）
（８）」デ｢－」｡e｢ｅ～よ。～だよ。
この終助詞については、『沖縄語辞典』に立項されていない。終止形を中心とした以下の
諸形に付く。《ハジ》（～だろう）の後にも付くことがあるトハジ｣デ｢_)。
表（８）動詞
終止形
否定形
過去終止形
サ形容詞
終止形
否定形
過去終止形
一
一
一
一●０００００－．０００００－１ⅡⅡ００
－ナ「ナ「ナ
０００００］●０００００］０００００］
ン
ン
ン
ム
マ
ダ
ユ
ユ
ユ
｜●‐‐‐‐‐一‐‐－０‐，｜●－－－－‐
(読むよ）
(読まないよ）
(読んだよ）
｢タカサン｣デ｢－（高いよ）
｢タカコーネーン｣デ｢_（高くないよ）
｢タカサタン｣デ｢_（高かったよ）
（９）」テ｢－」te｢ｅ～なあ。～ねえ。
｢沖縄語辞典』（国立国語研究所2001[1963]:514）には、「-tcｃ（助）と言い。繰り返して用
いることが多い。？icuN～?ikaN～Qsi?ooeetiieeSjuna，joo､行くだの行かないだの言ってけん
－２１－
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かするなよ・，jaN～？araN～.そうであると言い，そうでないと言い。甲乙論駁｡」という
記述がある。筆者は話者から、やはり終止形などに単独で付く-に｢ｅ（テ｢－）という語を
得たけれども、『沖縄語辞典』に載っている《-に｣e》とはアクセントが異なるので、全く
の別語かもしれない。那覇市前島方言にも、この首里方言と同様の《テー》があるらしい
(内間直仁・新垣公弥子2000:234)。『沖縄古語大辞典」（沖縄古語大辞典編集委員会
1995:442）に見出し語として立項されている「て-は」と関係があるかもしれない。沖縄語
首里方言の《テー》は、以下の表（９）に掲げた諸形に付く。動詞の推量形については、
《｢ユミガスラ｣テ｢－》（読むだろうかなあ）という言い方はできるが、《＊｢ユムラ｣テ
｢－》という言い方はできないらしい（過去推量形についても同様)。なお、《｢アンヤ
ラ｣テ｢－》（そうだろうなあ）という言い方は可能のようである。また、他の終助詞、
《バー》《クトウ》《ハジ》《ガ（疑問詞疑問）》の後にも付くことがある。
表（９）動詞
終止形
否定形
過去終止形
（推量形）
（過去推量形）
サ形容詞
終止形
否定形
過去終止形
推量形
過去推量形
｢ユムン｣テ｢－（読むなあ）
｢ユマン｣テ｢－（読まないなあ）
｢ユダン｣テ｢－（読んだなあ）
｢ユミガスラ｣テ｢－（読むだろうかなあ）
｢ユミガサラ｣テ｢_（読んだろうかなあ）
｢タカサン｣テ｢－（高いなあ）
｢タカコーネーン｣テ｢－（高くないなぁ）
｢タカサタン｣テ｢－（高かったなあ）
｢タカサラ｣テ｢_（高いだろうかなあ）
｢タカサタラ｣テ｢－（高かっただろうかなあ）
(10）」ナ｢－」､a｢ａ～かい。～ねえ。
｢沖縄語辞典」（国立国語研究所2001[1963]:399）に、「naa(O）（助）かい。かねえ。の。軽
く尋ねる場合に用いる。，junuN～.読むかい。？ari～.あれかね｡」とある。内間'994:287-
290には、『おもろさうし』の例として「な（疑問)」「な（詠嘆)｣、現代琉球方言の例とし
て「ナー・ニャー・ナイ（か。疑問)」「ナー・ノー（詠嘆)」が挙がっている。野原
1998:13には「naa（疑問)」とある。沖縄語首里方言では、終止形を中心とした以下の表
(10）に掲げた諸形に付く。
－２２－
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表（10）動詞
終止形
否定形
過去終止形
サ形容詞
終止形
否定形
過去終止形
｜
’
’
一○．００００，－００００００’’８’０００，
ナ
ナ
ナ
００００００］’０‐ＩＩ０ｌ．‐ⅡⅡⅡⅡ］
ン
ン
ン
ム
マ
ダ
ユ
ユ
ユ
’－０－００‐－－－－－－‐－－－－－－‐
(読むのかい）
(読まないのかい）
(読んだのかい）
｢タカサン｣ナ｢－（高いのかい）
｢タカコーネーン｣ナ｢－（高くないのかい）
｢タカサタン｣ナ｢－（高かったのかい）
(11）ヨ｣－ｙｏ｣ｏ～」ヨ｢－」yo｢ｏ～よ。～ねえ。
｢沖縄語辞典』（国立国語研究所2Ⅲ[1963]:282）に、「，joo(1)（助）呼びかける時，また，
念を押す時いう。よ・ねえ゜なあ゜taruu～、大郎よ・？aNsikwiri～.そうしてくれよ｡」と
ある。内間1994:311-313には、『おもろさうし』の例として「よ・よう・ゆ（呼びかけ、詠
嘆的訴え)」、現代琉球方言の例として「ヨー（詠嘆的訴え)」が挙がっている。野原
l99M4には「全琉的に分布している」終助詞として［joo（よ・ぞ。軽い強調)」が挙がっ
ている。
《ヨー》は、以下の表（11）に掲げた諸形に付く。《ヨ｣_》という下降のアクセント
で出ることが一般的だが、《ヨ｢－》という上昇のアクセントで出る形もある。イ段命令
形（｢沖縄語辞典」の例文）や禁止形には付くことができるけれども、エ段命令形に付く
ことはできない。サ形容詞の尾略形（サ語幹）やヌ形にも付くことができる。また、他の
終助詞、《バー》《クトウ》《ガ（疑問詞疑問）》の後にも付くことがある。
表（11）動詞
終止形「ユムンヨ｣_（読むよ）
否定形「ユマンヨ｣－（読まないよ）
イ段命令形「ユミ」ヨ｢－（読めよ）
禁止形「ユムナ｣ヨ｢－（読むなよ）
過去終止形「ユダンヨ｣_（読んだよ）
サ形容詞
終止形「タカサンヨ｣－（高いよ）
否定形「タカコーネーンヨ｣－（高くないよ）
尾略形(ｻ語幹)「タカサヨ｣－（高いねえ）
ヌ 形「タカサヌヨ｣－（高くてねえ）
過去終止形「タカサタンヨ｣－（高かったよ）
－２３－
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(12）ヤ｣－ｙａ｣ａ～」ヤ｢－」ya｢ａ～ねえ。～なあ。
『沖縄語辞典』（国立国語研究所2001[1963]:270）に、「，jaa(1)（助）ねえ。なあ。念を押し
たり，同意を求めたりする場合に用いる。cuuga～､来るかねえ。？icuga～､行くかねえ。
(疑問の助詞-9aは通常疑問詞のある文に用いられるが，この，jaaが続くときは疑問詞なし
でも用いられる｡）？ika～､行こうねえ。？aN1ara～.そうだろうねえ。？aNsana～､そうしよ
うねえ。？ikana～､行きたいねえ。，NNcaNdoo～､見たんだねえ｡」とある。「沖縄語辞典」
の分析には「疑問の助詞-9aは通常疑問詞のある文に用いられるが，この，jaaが続くときは
疑問詞なしでも用いられる」とあるけれども、《ガヤー》の後に更に《ヤー》が付いた
《｢ユムガヤ｣－ヤ｣－》（読むのかねえ）という言い方もあるので、《ガヤー》を
《ガ》＋《ヤー》に分析するよりは、《ガヤー》全体を－つの助詞として扱ったほうが良
さそうである。《ヤー》については、内間'994308-310に、『おもろきうし』の例として
｢や（よ、ね。相手への詠嘆的訴え)｣、現代琉球方言の例として「ヤ（よ、ね。相手への
詠嘆的訴え)」が挙がっている。野原1998:14には、［jaa（ね。念押し)」とあり、「北琉に
多い」終助詞であることが指摘されている。
《ヤー》は、以下の表（12）に掲げた多くの諸形に付く。《ヤ｣－》という下降のアク
セントで出ることが一般的だが、《ヤ｢_》という上昇のアクセントで出る形もある。エ
段命令形には付くことができるが（ただし、容認度はそれほど高くない)、イ段命令形に
付くことはできない。動詞の推量形については、《｢ユムラヤ｣－》（読むだろうかねえ）
のほかに、《｢ユミガス｣ラヤ｣－》（読むだろうかねえ）という言い方もできる（アクセ
ントの二度の下降については前述参照)。過去推量形についても同様である。サ形容詞の
ヌ形に付くこともできる。また、他の終助詞、《ナ(願望)》《ドー》《デー》《ムン》《ム
ンヌ》《バー》《サ》《ツサー》《シェー》《クトウ》《ハジ》《ガヤー》の後にも付くこ
とがある。《ヤー》は、他のどの終助詞よりも別の終助詞の後ろに付きえるようである。
表（12）動詞
終止形
否定形
エ段命令形
志向形
椎量形
（推量形）
過去終止形
過去推量形
（過去推量形）
｢ユムンヤ｣－（読むねえ）
｢ユマンヤ｣－（読まないねえ）
｢ユメーヤ｣－（読めなあ）
｢ユマヤ｣_（読もうねえ）
｢ユムラ｣ヤ｢－（読むだろうかねえ）
｢ユミガス｣ラヤ｣－（読むだろうかねえ）
｢ユダンヤ｣－（読んだねえ）
｢ユダラ｣ヤ｢－（読んだだろうかねえ）
｢ユミガサ｣ラヤ｣－（読んだだろうかねえ）
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サ形容詞
終止形
否定形
ヌ 形
推量形
過去終止形
過去推量形
｢タカサンヤ｣－（高いねえ）
｢タカコーネーンヤ｣－（高くないねえ）
｢タカサヌヤ｣_（高いからねえ）
｢タカサラ｣ヤ｢－（高いだろうかねえ）
｢タカサタンヤ｣－（高かったかねえ）
｢タカサタラ｣ヤ｢_（高かっただろうかねえ）
(13）イｉ～か。～の。
『沖縄語辞典』（国立国語研究所2001[1963]:264）に「-ｉ（助）か。疑問の助詞。文の末尾に
付けて質問文を作る｡」などとある。前に疑問詞がないときに文末に出るのが《イ》である。
『沖縄語辞典』（国立国語研究所2001[1963]:264）でも説明されているが、前の要素と融合し
て《ミ》（前が終止形)、《二》（前が否定形)、《ティー》（前がテ形）であらわれるこ
ともある。内間1994296-298は、『おもろさうし』や現代琉球方言において、《否定形十
イ》から出来た《二》が、願望の意味に転化した例を挙げている。また、内間'994:305-306
でも、疑問の終助詞《イ》を挙げている。野原1998:13では《イ》そのものと《終止形十
イ》から出来た《ミ》の例を挙げ、「ｉ（疑問)」「mｉ（疑問・尋問)」と記述されている。
疑問の《イ》は、以下の表（13）に掲げた諸形に付く。先述したように、音交替には注
意が必要で、係助詞《ドゥ｡u》の係り結びの連体形に付く《イi》についても、《～ルイー
m-i》が《～リーーrii》となることがある。現在、この《連体形十イ》の言い方は古風な印
象を与えるようで、通常は代わりに《終止形十ナー》を使用するらしい。
表（13）動詞
終止形
連体形
｢ユムミ（yumum-i）（読むか）
｢ユムル｣イ（yumru-i）（読むか）
｢ユムリ」－（yumurii）（読むか）
｢ユマニ（yuman-i）（読まないか）
｢ユディー（yudi-i）（読んだか）
否定形
テ形
サ形容詞
終止形
連体形
｢タカサミ（takasam-i）（高いか）
｢タカサル｣イ（takasaIu-i）（高いか）
｢タカサリ｣_（takasarii）（高いか）
｢タカコーネーニ（takakoo-neen-i）（高くないか）
｢タカサテイ」－（takasati-i）（高かったか）
否定形
テ形
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(14）」（｢－」ba｢ａ～わけ。～の。
｢沖縄語辞典』（国立国語研究所2001[1963]:130）に、「baa(Oト［中略］－（二）わけ。理
由。caaru～ga・どういうわけか｡」とある。野原1998:132には、奄美・瀬戸内町方言の《バ
ー》の例が挙がっている。沖縄語首里方言では、《バー》に疑問の終助詞《イ》を付けた
《｢ユムル｣バー｢イ》（読むのかい？）と言った言い方のほうが、容認度が高いようであ
る。内間・新垣2000:231にも、那覇市前島方言の終助詞として《バーイ》の例が挙がって
いる。本稿後掲の語彙資料では《バー》《バーイ》のどちらかを挙げている。これらを終
助詞的に用いることは、若者的表現というイメージがある。連体形を中心とした以下の表
(14）に掲げた諸形に付く。
表（14）動詞
連体形
否定形
過去連体形
サ形容詞
連体形
否定形
過去連体形
｢ユムル｣（｢－
｢ユマン｣（｢－
｢ユダル｣（｢－
(読むわけ）
(読まないわけ）
(読んだわけ）
｢タカサル｣（｢－（高いわけ）
｢タカコーネーン｣（｢_（高くなかったわけ）
｢タカサタル｣（｢_（高かったわけ）
(15）ハ｣ジｈａ｣ｊｉ～ハジｈａｉｉ～だろう。
｢沖縄語辞典」（国立国語研究所2001[1963]:210）に、「hazi(lト［中略］－（二）（主とし
て，文末で）だろう。だろうこと。多分～だろうという推量の場合に用いる。ｃｕｕｍ～､来
るだろう（来るはずだの意味ではない)｡」とある。「沖縄語辞典』には連体形に付く例の
みが挙げられているが、以下の表（15）を見てもわかるように、推量形にも付くことがで
きる。『沖縄語辞典」には(1)という下降アクセントの記載があるが、筆者が聞く限り、
《ハジ》の部分にアクンセントの下降が有りで聞こえるときと無しで聞こえるときがあ
り、どちらか一方に決めかねる。以下の表（15）では、下降するものを代表として掲げる。
表（15）動詞
連体形
否定形
椎量形
過去連体形
過去推量形
｢ユムルハ｣ジ
｢ユマンハ｣ジ
｢ユムラハ｣ジ
｢ユダルハ｣ジ
｢ユダラハ｣ジ
(読むだろう）
(読まないだろう）
(読むだろう）
(読んだだろう）
(読んだだろう）
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サ形容詞
連体形
否定形
推量形
過去連体形
過去推量形
｢タカサルハ｣ジ（高いだろう）
｢タカコーネーンハ｣ジ（高くないだろう）
｢タカサラハ｣ジ（高いだろう）
｢タカサタルハ｣ジ（高かっただろう）
｢タカサタラハ｣ジ（高かっただろう）
(16）ム｣ンｍｕ川～のだから。～よ。
『沖縄語辞典』（国立国語研究所2001[1963]:393）に、「muN(O）（助詞）よ。もの。ざ。「連
体形」に付く。？icum～､行くよ。？ikaN～､行かないざ｡」とある。内間'994:316-318には、
『おもろさうし」の例として「もん（よ。詠嘆)｣、現代琉球方言の例として「ムン・ム・
ムンヌ・ムヌ・ムンバ（ものを、のに、よ・詠嘆)」が挙がっている。野原1998:798では、
おもに接続助詞として立項されている。沖縄語首里方言でも、基本的には「～のだから」
という理由の意味を表わす接続助詞と解釈できるが、「沖縄語辞典」の例のように終助詞
化していると考えられるものもある。後ろに他の終助詞《ヤー》などが付きえることも、
この考えの支持につながる。連体形を中心とした以下の表（16）に掲げた諸形に付く。
表（16）動詞
連体形
否定形
過去連体形
サ形容詞
連体形
否定形
過去連体形
｢ユムルム」ン
｢ユマンム」ン
｢ユダルム」ン
(読むのだから）
(読まないのだから）
(読んだのだから）
｢タカサルム」ン（高いのだから）
｢タカコーネーンム」ン（高くないのだから）
｢タカサタルム｣ン（高かったのだから）
(17）ムン｣ヌｍｕＭｎｕ～のだけど。～ものの。
これについては、「沖縄語辞典』に立項されていない。付く諸形は《ムン》と同様である。
基本的には｢～のだけど｣という逆接の意味を表わす接続助詞と解釈できるが、終助詞《ヤ
ー》などが後ろに付きえるものは終助詞化していると考えられる。仲原穣2001:62-63も、久
米島真謝方言における｢ムンヌ」を接続助詞として挙げるだけでなく、終助詞としても挙げ
ている。
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表（17）動詞
連体形
否定形
過去連体形
サ形容詞
連体形
否定形
過去連体形
｢ユムルムン｣ヌ
｢ユマンムン｣ヌ
｢ユダルムン｣ヌ
(読むのだけど）
(読まないのだけど）
(読んだのだけど）
｢タカサルムン｣ヌ（高いのだけど）
｢タカコーネーンムン｣ヌ（高くないのだけど）
｢タカサタルムン｣ヌ（高かったのだけど）
(18）サｓａ～さ。～よ。
｢沖縄語辞典」（国立国語研究所2001[1963]:451）に、「-sａ（接尾）よ。ざ。述べることを
相手に対して軽く強調する場合に用いる。「短縮形」（筆者注：本稿の「尾略形｣）
(apocopatedfbrm）に付く。，junusa．（読むよ)，？aＮ，jasa．（そうだよ)，tuusasa（遠いよ）な
ど｡」とある。野原1998:13には、「sａ（よ。感嘆・念押し)」とある。尾略形を中心とした
以下の表（18）に掲げた諸形に付く。《｢ユムサ》のような途中でアクセントの下降がな
くて言い切る語形の場合、ずっと低目で最後の《サ》だけが高くなるというアクセント
《ユム｢サ》も可能なようである（以下、同様)。「文節の切れ目を認知させる」（国立国語
研究所2001[1963]:53-54）ための上昇かもしれない。表（18）では平進（高平）のものの
みを掲げている。また、サ形容詞の過去尾略形の場合、《｢タカサタ｣サ》のように「夕」
のところでアクセントが下降する。
表（18）動詞
尾略形「ユムサ（読むさ）
否定形「ユマンサ（読まないさ）
過去尾略形「ユダサ（読んださ）
サ形容詞
尾略形(ｻ語幹)「タカササ（高いさ）
否定形「タカコーネーンサ（高くないさ）
過去尾略形「タカサタ｣サ（高かったさ）
(19）シ｣サ｢－ｓ｣sa｢ａ～さあ。～よね。
これについては、『沖縄語辞典』に立項されていない。前掲の「-sａ（接尾)」と同様の扱い
(《サーsa》の強調形という解釈）を受けて立項されなかったのかもしれない。野原1998で
は、いくつかの方言において、ｓａａまたはssaaという終助詞が挙がっている。《ツサー》
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は、《サ》と同じく、尾略形を中心とした以下の表（19）に掲げた諸形に付く。
表（19）動詞
尾略形「ユムッ｣サ｢－（読むざあ）
否定形「ユマンッ｣サト（読まないざあ）
過去尾略形「ユダッ｣サト（読んだざあ）
サ形容詞
尾略形(ｻ語幹)「タカサッ｣サ｢_（高いさあ）
否定形「タカコーネーンッ｣サト（高くなかったざあ）
過去尾略形「タカサタッ｣サト（高かったざあ）
(20）シェ｣－she｣ｅ～さ。～なあ。
この終助詞については、「沖縄語辞典』に立項されていない。《シ》（～のにと]）＋
《ヤ》（～は）が、《シェー》（～のは［～ことは]）になるのだが、それが終助詞化し
たものであろう。『沖縄古語大辞典』（沖縄古語大辞典編集委員会1995:363-364）の見出し
語「す‐や」に、「[前略］－(2)終助詞。～さ。文末にあって、念押し、確認の気持ちを表
す。準体助詞「す」と係助詞「や」が融合して、助詞化したもの｡」とある。尾略形を中
心とした以下の表（20）に掲げた諸形に付く。
表（20）動詞
尾略形「ユムシェ｣_（読むさ）
否定形「ユマンシェ｣一（読まないさ）
過去尾略形「ユダシェ｣_（読んださ）
サ形容詞
尾略形(ｻ語幹)「タカサシェ｣_（高いき）
否定形「タカコーネーンシェ｣￣（高くなかったさ）
過去尾略形「タカサタシェ｣－（高かったさ）
(21）ク」トウｋｕ｣tｕ～から。～ので。
『沖縄語辞典』（国立国語研究所2001[1963]:343）に、「‐kutu（接尾）から。ので。理由を
表わす。活用する語の短縮形（apocopatedfOIm）につく。？icukutu､行くから。？aＮ，jakutu．
そうだから｡」とある。野原1998:17では、接続助詞として相当形「gum（ので，から，で)」
を挙げている。沖縄語首里方言でも、基本的には接続助詞と解釈できるが、終助詞《ヤー》
などが後ろに付きえるものは終助詞化していると考えられるので立項することにした。尾
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略形を中心とした以下の表（21）に掲げた諸形に付く。
表（21）動詞
尾略形「ユムク」トウ（読むから）
否定形「ユマンクルゥ（読まないから）
過去尾略形「ユダクルゥ（読んだから）
サ形容詞
尾略形(ｻ語幹)「タカサクルゥ（高いから）
否定形「タカコーネーンクルゥ（高くないから）
過去尾略形「タカサタク」トゥ（高かったから）
(22）シ｣ガshUga～けど。～が。
『沖縄語辞典」（国立国語研究所2001[1963]:467468）に、「-siga（接尾）が。けれども。活
用する語の「短縮形」（apocopatedfOITn）につく｡」などとある。野原1998:17では、接続助
詞として「siga（けれども，だが)」を挙げている。沖縄語首里方言でも、基本的には接続
助詞と解釈できるが、終助詞《ヤー》などが後ろに付きえるものは終助詞化していると考
えられるので立項することにした。理由の《クトウ》と同様、尾略形を中心とした以下の
表（22）に掲げた諸形に付く。
表（22）動詞
尾略形「ユムシ｣ガ（読むけど）
否定形「ユマンシ｣ガ（読まないけど）
過去尾略形「ユダシ｣ガ（読んだけど）
サ形容詞
尾略形(ｻ語幹)「タカサシ｣ガ（高いけど）
否定形「タカコーネーンシ｣ガ（高くないけど）
過去尾略形「タカサタシ｣ガ（高かったけど）
(23）ガgａ～か。～の。
『沖縄語辞典」（国立国語研究所2001[1963]:186）で「-9ａ（助）－［中略］－（五）か。疑
問を表わし，疑問を表わす語に先行されて，質問文・反語文などの文末に用いる。活用す
る語に付く場合にはその「短縮形」（apocopatedfOrm）につく｡」などと説明されている。
前に疑問詞があるときに文末に出るのが《ガ》である。内間'994:303-305にも記述がある。
野原1998:67では終助詞ではなく係助詞として扱われている。沖縄語首里方言における
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《ガ》は、尾略形を中心とした以下の表（23）に掲げた諸形に付く。《｢ユムン》（読む）
《｢タカサン》（高い）のような無核アクセントの語の場合、低を続けて最後の《ガ》だ
けが高くなるというアクセント（《ユム｢ガ》《タカサ｢ガ》など）も可能なようである。
表（23）では平進（高平）のもののみを掲げている。
表（23）動詞
尾略形「ユムガ（読むか）
否定形「ユマンガ（読まないか）
過去尾略形「ユダガ（読んだか）
サ形容詞
尾略形(ｻ語幹)「タカサガ（高いか）
否定形「タカコーネーンガ（高くないか）
過去尾略形「タカサタガ（高かったか）
(24）ガヤ｣－gaya｣ａ～かなあ。～かねえ。
｢沖縄語辞典」（国立国語研究所2001[1963孔186）では「ガ＋ヤー」と分析する。しかし、
先述したように、「ユムガヤーヤーyumu-gayaa-yaa」（読むかねえ）という言い方ができる
ので、《ヤーーyaa》が二重に重なる（yumu-ga-yaa-yaa）という無理な解釈を避けるために
も、《ガヤー》を－単位として見たほうが良い。《ガヤー》は、前に疑問詞があってもな
くてもかまわない。内間'994304には、「『おもろきうし』の「か」系統のものとして、現
代琉球方言には、「ガ」があらわれるが、ほかにも関係深いものとして「ガヤ」などもあ
らわれる」とある。野原1998:13には、「gaiaa（推量・自問)」とある。沖縄語首里方言で
は、尾略形を中心とした以下の表（24）に掲げた諸形に付く。
表（24）動詞
尾略形「ユムガヤ｣_（読むかなあ）
否定形「ユマンガヤ｣－（読まないかなあ）
過去尾略形「ユダガヤ｣－（読んだかなあ）
サ形容詞
尾略形什語幹)「タカサガヤ｣－（高かったかなあ）
否定形「タカコーネーンガヤ｣＿（高くなかったかなあ）
過去尾略形「タカサタガヤ｣－（高かったかなあ）
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３．沖縄語首里方言の終助詞付き用言語彙資料
動詞、サ形容詞、形容動詞け形容詞）の語彙資料を以下よりのページに掲げる。動詞
については、《｢ユムン》（読む、アクセント無核)、《｢ユブ｣ン》（呼ぶ、アクセント有
核）を中心に終助詞付きの語形を掲げる。それらよりもモーラ数の多い、《｢ユクユン》
(休む［憩う]、アクセント無核)、《｢アシ｣ブン》（遊ぶ、アクセント有核)、《｢アチミ
ユン》（集める、アクセント無核)、《｢ハタ｣ラチュン》（働く、アクセント有核）につ
いても、いくつか語形を掲げる。
サ形容詞については、《｢タカサン》（高い、アクセント無核)、《｢アマ｣サン》（甘い、
アクセント有核）を中心に終助詞付きの語形を掲げる。連用形が《～シク》となる、
《｢ミジラサン》（珍しい、アクセント無核)、《｢ムチ｣カサン》（難しい、アクセント有
核）についても、いくつか語形を掲げる。
形容動詞け形容詞）は、《｢デージナ》（大変な［大事な]、アクセント無核)、《｢ミ
グ｣トゥナ》（見事な、アクセント有核)、《｢ガンジューナ》（健康な［頑丈な]、アクセ
ント無核)、《｢シヤ｣ワシナ》（幸せな、アクセント有核）について、いくつか語形を掲
げる。それら語形を見ると、アクセントの単位としては、たとえば、《デージヤン》（大
変だ）を《デージ》＋《ヤン》に切ることができる。この場合の《デージ》を名詞とすれ
ば、沖縄語首里方言において形容動詞（ナ形容詞）という用言の範祷は必要でなくなる。
そうすると、《デージナ》のような《～ナ》の付く形は、内間'990:189の指摘にもあるよ
うに「連体詞と認めるべき」（内間'990:189）ものになる。
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内間直仁・新垣公弥子２０００『沖縄北部・南部方言の記述的研究」風間書房
上野善道２００１「琉球方言アクセント研究の課題」
『復帰25周年記念第３回沖縄研究国際シンポジウム
世界につなぐ沖縄研究」復帰25周年記念第３回
「沖縄研究国際シンポジム」実行委員会・沖縄文化協会：pp628-637
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＊＊動詞例＊＊
《｢ユブレ》（呼ぶ）《｢ユムン》（読む）
｢ユバ｣ンケ｣－(呼ぶなよ）
｢ユバ｣ン｣キ(呼ぶなよ）
｢ユバ｣ナ(呼ぼうよ）
｢ユバ｣イィ｣－(呼ぼうねえ）
｢ユバ｣ビラ｢ウゥ｣_(呼びましょうよ）
｢ユベ｣－｢ヒー(呼べよ）
｢ユブレド｢_(呼ぶぞ）
｢ユブレ｢ティン｣ド｢－(呼ぶそうだよ）
｢ユマンケ｣_(読むなよ）
｢ユマン｣キ(読むなよ）
｢ユマナ､ユマ｢ナ(読もうよ）
｢ユマイイ｣_(読もうねえ）
｢ユマビラウウ｣－(読みましょうよ）
｢ユメー｢ヒー(読めよ）
｢ユムン｣ド｢－(読むぞ）
｢ユムン｢テイン｣ド｢－(読むそうだよ）
｢ユムン｣デ｢－(読むよ）
｢ユムン｣テ｢－(読むなあ）
｢ユムン｣ナ｢－(読むのかい）
｢ユムンヨ｣－(読むよ）
｢ユムンヤ｣－(読むねえ）
｢ユムミ､ユム｢ミ(読むか）
｢ユムル｣（｢－(読むわけ）
｢ユムルハ｣ジ(読むだろう）
｢ユムルム｣ン(読むのだから）
｢ユムルムン｣ヌ(読むのだけど）
｢ユムサ､ユム｢サ(読むざ）
｢ユムッ｣サト(読むざあ）
｢ユムシェ｣－(読むさ）
｢ユムク｣トゥ(読むから）
｢ユムシ｣ガ(読むけど）
｢ユムガ､ユム｢ガ(読むか）
｢ユムガヤ｣_(読むかなあ）
｢ユブルデ｢－(呼ぶよ）
｢ユブ｣ンテ｢_(呼ぶなぁ）
｢ユブ｣ン十｢－(呼ぶのかい）
｢ユブレヨ｣－(呼ぶよ）
｢ユブレヤ｣－(呼ぶねえ）
｢ユブ｣ミ(呼ぶか）
｢ユブ｣ルバ｢－(呼ぶわけ）
｢ユブ｣ルハ｣ジ(呼ぶだろう）
｢ユブ｣ルム｣ン(呼ぶのだから）
｢ユブ｣ルムン｣ヌ(呼ぶのだけど）
｢ユブ｣サ(呼ぶざ）
｢ユブルサ｢_(呼ぶざあ）
｢ユブ｣シェ｣－(呼ぶざ）
｢ユブ｣クルゥ(呼ぶから）
｢ユブ｣シ｣ガ(呼ぶけど）
｢ユブ｣ガ(呼ぶか）
｢ユブ｣ガヤ｣－(呼ぶかなあ）
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《｢アシ｣ブン》（遊ぶ）《｢ユクユン》（休む［憩う]）
｢アシ｣バンケ｣－(遊ぶなよ）
｢アシ｣バン｣キ(遊ぶなよ）
｢アシ｣バナ(遊ぼうよ）
｢アシ｣ﾊﾞｲｨ｣－(遊ぼうねえ）
｢アシ｣バビラウゥ｣－(遊びましょうよ）
｢アシ｣ベー｢ヒー(遊べよ）
｢アシ｣ブンド｢－(遊ぶぞ）
｢アシ｣ブン｢ティン｣Ｆ｢－(遊ぶそうだよ）
｢ユクランケ｣_(休むなよ）
｢ユクラン｣キ(休むなよ）
｢ユクラナ､ユクラ｢ナ(休もうよ）
｢ユクライィ｣－(休もうねえ）
｢ユクヤビラウゥ｣_(休みましょうよ）
｢ユクレー｢ヒー(休めよ）
｢ユクユン｣ド｢_(休むぞ）
｢ユクユン｢ティン｣ド｢－(休むそうだよ）
｢アシ｣ブンデ｢－(遊ぶよ）
｢アシ｣ブンテ｢－(遊ぶなあ）
｢アシ｣ブンナ｢－(遊ぶのかい）
｢アシ｣ブンヨ｣－(遊ぶよ）
｢アシ｣ブンヤ｣－(遊ぶねえ）
｢アシ｣ブミ(遊ぶか）
｢アシ｣ブルバ｢_(遊ぶわけ）
｢アシ｣ブルハ｣ジ(遊ぶだろう）
｢アシ｣ブルムル(遊ぶのだから）
｢アシ｣ブルムン｣ヌ(遊ぶのだけど）
｢アシ｣ブサ(遊ぶざ）
｢アシ｣ｺﾆｿｻ｢_(遊ぶざあ）
｢アシ｣ブシェ｣－(遊ぶさ）
｢アシ｣ブク｣トゥ(遊ぶから）
｢アシ｣ブシ｣ガ(遊ぶけど）
｢アシ｣ブガ(遊ぶか）
｢アシ｣ブガヤ｣－(遊ぶかなあ）
｢ユクユン｣デ｢－(休むよ）
｢ユクユン｣テ｢－(休むなあ）
｢ユクユン｣ナ｢－(休むのかい）
｢ユクユンヨ｣－(休むよ）
｢ユクユンヤ｣－(休むねえ）
｢ユクユミ､ユクユに(休むか）
｢ユクユル｣（｢－(休むわけ）
｢ユクユルハ｣ジ(休むだろう）
｢ユクユルムル(休むのだから）
｢ユクユルムン｣ヌ(休むのだけど）
｢ユクユサ､ユクユ｢サ(休むさ）
｢ユクユッ｣サト(休むざあ）
｢ユクユシェ｣－(休むさ）
｢ユクユク｣トゥ(休むから）
｢ユクユシ｣ガ(休むけど）
｢ユクユガ､ユクユ｢ガ(休むか）
｢ユクユガヤ｣－(休むかなあ）
－３５－
Hosei University Repository
《｢ハタ｣ラチュン》（働く）《｢アチミユン》（集める）
｢ハタ｣ラカンケ｣－(働くなよ）
｢ハタ｣ラカン｣キ(働くなよ）
｢ハタ｣ラカナ(働こうよ）
｢ハタ｣ラカイイ｣－(働こうねえ）
｢ハタ｣ラチャビラウゥ｣－(働きましょうよ）
｢ハタ｣ラケー｢ヒー(働けよ）
｢ハタ｣ラチュンド｢－(働くぞ）
｢ハタ｣ラチュン｢ティン｣利一(働くそうだよ）
｢アチミランケ｣_(集めるなよ）
｢アチミラン｣キ(集めるなよ）
｢アチミラナ､アチミラ｢ナ(集めようよ）
｢アチミライィ｣_(集めようねえ）
｢アチミヤビラウゥ｣－(集めましょうよ）
｢アチミレー｢ヒー(集めるよ）
｢アチミユン｣利一(集めるぞ）
｢アチミユン｢ティン｣ﾄﾞ｢－(～そうだよ）
｢アチミユン｣デ｢－(集めるよ）
｢アチミユン｣テ｢_(集めるなあ）
｢アチミユン｣ナ｢－(集めるのかい）
｢アチミユンヨ｣－(集めるよ）
｢アチミユンヤ｣_(集めるねえ）
｢アチミユミ､アチミユに(集めるか）
｢アチミユル｣（｢－(集めるわけ）
｢アチミユルハ｣ジ(集めるだろう）
｢アチミユルム｣ン(集めるのだから）
｢アチミユルムン｣ヌ(集めるのだけど）
｢アチミユサ､アチミユ｢サ(集めるさ）
｢アチミユッ｣サ｢－(集めるさあ）
｢アチミユシェ｣－(集めるさ）
｢アチミユク｣トゥ(集めるから）
｢アチミユシ｣ガ(集めるけど）
｢アチミユガ､アチミユ｢ガ(集めるか）
｢アチミユガヤ｣－(集めるかなあ）
｢ハタ｣ラチュンデ｢－(働くよ）
｢ハタ｣ラチュンテ｢－(働くなあ）
｢ハタ｣ラチュンナ｢－(働くのかい）
｢ハタ｣ラチュンヨ｣－(働くよ）
｢ハタ｣ラチュンヤ｣－(働くねえ）
｢ハタ｣ラチュミ(働くか）
｢ハタ｣ラチュルバ｢－(働くわけ）
｢ハタ｣ラチュルハ｣ジ(働くだろう）
｢ハタ｣ラチュルム｣ン(働くのだから）
｢ハタ｣ラチュルムン｣ヌ(働くのだけど）
｢ハタ｣ラチュサ(働くさ）
｢ハタ｣ラチュッサ｢_(働<さあ）
｢ハタ｣ラチュシェ｣－(働くさ）
｢ハタ｣ラチュク｣トゥ(働くから）
｢ハタ｣ラチュシ｣ガ(働くけど）
｢ハタ｣ラチュガ(働くか）
｢ハタ｣ラチュガヤ｣－(働くかなあ）
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《｢ユムン》（読む)の否定形 《｢ユブ｣ン》（呼ぶ)の否定形
｢ユマン(読まない）
｢ユマン｣ド｢－(読まないぞ）
｢ユマン｢ティン｣Ｆ｢－(読まないそうだよ）
｢ユバル(呼ばない）
｢ユバルド｢－(呼ばないぞ）
｢ユバル｢ティン｣ド｢－(呼ばないそうだよ）
｢ユバ｣ンデ｢－(呼ばないよ）
｢ユバルテ｢－(呼ばないなあ）
｢ユバルナ｢_(呼ばないのかい）
｢ユバルヨ｣－(呼ばないよ）
｢ユバルヤ｣－(呼ばないねえ）
｢ユバ｣二(呼ばないか）
｢ユバ｣ンバー｢イ(呼ばないわけか）
｢ユバルハ｣ジ(呼ばないだろう）
｢ユバ｣ンム｣ン(呼ばないのだから）
｢ユバ｣ンムン｣ヌ(呼ばないのだけど）
｢ユバ｣ンサ(呼ばないざ）
｢ユバ｣ンツサ｢－(呼ばないざあ）
｢ユバルシェ｣_(呼ばないさ）
｢ユバ｣ンクルゥ(呼ばないから）
｢ユバルシ｣ガ(呼ばないけど）
｢ユバ｣ンガ(呼ばないか）
｢ユバレガヤ｣－(呼ばないかなあ）
｢ユマン｣デ｢－(読まないよ）
｢ユマン｣テ｢－(読まないなあ）
｢ユマン｣ナ｢_(読まないのかい）
｢ユマンヨ｣_(読まないよ）
｢ユマンヤ｣－(読まないねえ）
｢ユマニ(読まないか）
｢ユマン｣（｢－(読まないわけ）
｢ユマンハ｣ジ(読まないだろう）
｢ユマンムレ(読まないのだから）
｢ユマンムン｣ヌ(読まないのだけど）
｢ユマンサ(読まないさ）
｢ユマンッ｣サト(読まないざあ）
｢ユマンシェ｣－(読まないさ）
｢ユマンク｣トゥ(読まないから）
｢ユマンシ｣ガ(読まないけど）
｢ユマンガ(読まないか）
｢ユマンガヤ｣－(読まないかなあ）
《｢ユムン》（読む)の志向形 《｢ユブ｣ン》（呼ぶ)の志向形
｢ユマ(読もう）
｢ユマナ(読もうよ）
｢ユマヤ｣－(読もうねえ）
｢ユ｣（(読もう）
｢ユバ｣ナ(読もうよ）
｢ユバヤ｣－(呼ぼうねえ）
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《｢ユブレ》（呼ぶ)の過去形《｢ユムン》（読む)の過去形
｢ユダン(読んだ）
｢ユダン｣Ｗ－(読んだぞ）
｢ユダン｢ティン｣Ｗ－(読んだそうだよ）
｢ユダル(呼んだ）
｢ユダルド｢－(呼んだぞ）
｢ユダ｣ン｢ティン｣Ｆ｢－(呼んだそうだよ）
｢ユダン｣デ｢－(読んだよ）
｢ユダン｣テ｢_(読んだなあ）
｢ユダン｣ナ｢－(読んだのかい）
｢ユダンヨ｣－(読んだよ）
｢ユダンヤ｣－(読んだねえ）
｢ユデイー､ユディ｢－(読んだか）
｢ユダル｣（｢－(読んだわけ）
｢ユダルハ｣ジ(読んだだろう）
｢ユダルムル(読んだのだから）
｢ユダルムン｣ヌ(読んだのだけど）
｢ユダサ(読んださ）
｢ユダッ｣サト(読んだざあ）
｢ユダシェ｣－(読んださ）
｢ユダク｣トゥ(読んだから）
｢ユダシ｣ガ(読んだけど）
｢ユダガ､ユダ｢ガ(読んだか）
｢ユダガヤ｣－(読んだかなあ）
｢ユダルデ｢-(呼んだよ）
｢ユダ｣ンテ｢_(呼んだなあ）
｢ユダルナ｢－(呼んだのかい）
｢ユダルヨ｣－(呼んだよ）
｢ユダルヤ｣－(呼んだねえ）
｢ユディ｣－(呼んだか）
｢ユダ｣ルバー｢イ(呼んだわけ）
｢ユダ｣ルハ｣ジ(呼んだだろう）
｢ユダ｣ルム｣ン(呼んだのだから）
｢ユダ｣ルムン｣ヌ(呼んだのだけど）
｢ユダ｣サ(呼んださ）
｢ユダ｣ツサ｢－(呼んだざあ）
｢ユダ｣シェ｣－(呼んださ）
｢ユダ｣クルウ(呼んだから）
｢ユダ｣シ｣ガ(呼んだけど）
｢ユダ｣ガ(呼んだか）
｢ユダ｣ガヤ｣－(呼んだかなあ）
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《｢ユムン》（読む)の禁止形 《｢ユブレ》（呼ぶ)の禁止形
｢ユムナ､ユム｢ナ(読むな）
｢ユムナケ｣－(読むなよ）
｢ユムナ｣ヨ｢－(読むなよ）
｢ユブ｣ナ(呼ぶな）
｢ユブ｣ナケ｣_(呼ぶなよ）
｢ユブ｣ナヨ｢_(呼ぶなよ）
《｢ユムン》（読む)の推量形 《｢ユプ｣ン》（呼ぶ)の推量形
｢ユムラ(読むだろう）
｢ユムラ｣ド｢－(読むだろうよ）
｢ユミガスラ｣テ｢－(読むだろうかなあ）
｢ユムラ｣ヤ｢－(読むだろうかねえ）
｢ユミガス｣ラヤ｣－(読むだろうかねえ）
｢ユムラハ｣ジ(読むだろう）
｢ユムラハジ(同上）
｢ユムラハジ｣ド｢－(読むだろうよ）
｢ユブ｣ラ(呼ぶだろう）
｢ユブ｣ラド｢－(呼ぶだろうよ）
｢ユビ｣ガスラテ｢－(呼ぶだろうかなあ）
｢ユブ｣ラヤ｢－(呼ぶだろうかねえ）
｢ユビ｣ガスラヤ｣－(呼ぶだろうかねえ）
｢ユブ｣ラハ｣ジ(呼ぶだろう）
｢ユブ｣ラハジド｢－(呼ぶだろうよ）
《｢ユムン》（読む)の過去推量形 《｢ユブレ》（呼ぶ)の過去推量形
｢ユダラ(読んだだろう）「ユダ｣ラ(呼んだだろう)？
｢ユミガサラ｣テ｢－(読んだだろうかなあ）「ユビ｣ガサラテ｢－(呼んだだろうかなあ）
｢ユダラ｣ヤ｢－(読んだだろうかねえ）「ユダ｣ラヤ｢_(呼んだだろうかねえ）
｢ユミガサ｣ラヤ｣－(読んだだろうかねえ）「ユビ｣ガサラヤ｣－(呼んだだろうかねえ）
｢ユダラハ｣ジ(読んだだろう）「ユダ｣ラハ｣ジ(呼んだだろう）
｢ユダラハジ(同上）
－３９－
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＊＊サ形容詞例＊＊
《｢タカサン》（高い） 《｢アマ｣サン》（甘い）
｢タカサン｣Ｆ｢－(高いぞ）
｢タカサン｢ティン｣ド｢－(高いそうだよ）
｢アマ｣サンド｢－(甘いぞ）
｢アマ｣サン｢ティン｣Ｆ｢－(甘いそうだよ）
｢タカサン｣デ｢－(高いよ）
｢タカサン｣テ｢－(高いなあ）
｢タカサン｣ナ｢－(高いのかい）
｢タカサンヨ｣－(高いよ）
｢タカサンヤ｣_(高いねえ）
｢タカサミ､夕カサ｢ミ(高いか）
｢タカサル｣（｢_(高いわけ）
｢タカサルハ｣ジ(高いだろう）
｢タカサルム｣ン(高いのだから）
｢タカサルムン｣ヌ(高いのだけど）
｢タカサヨ｣－(高いねえ）
｢タカササ､夕カサ｢サ(高いさ）
｢タカサッ｣サ｢－(高いさあ）
｢タカサシェ｣－(高いさ）
｢タカサク｣トゥ(高いから）
｢タカサシ｣ガ(高いけど）
｢タカサガ､夕カサ｢ガ(高いか）
｢タカサガヤ｣_(高いかなあ）
｢アマ｣サンデ｢－(甘いよ）
｢アマ｣サンテ｢－(甘いなあ）
｢アマ｣サンナ｢－(甘いのかい）
｢アマ｣サンヨ｣－(甘いよ）
｢アマ｣サンヤ｣－(甘いねえ）
｢アマ｣サミ(甘いか）
｢アマ｣サルバ｢_(甘いわけ）
｢アマ｣サルハ｣ジ(甘いだろう）
｢アマ｣サルム｣ン(甘いのだから）
｢アマ｣サルムン｣ヌ(甘いのだけど）
｢アマ｣サヨ｣－(甘いねえ）
｢アマ｣ササ(甘いさ）
｢アマ｣サッサ｢－(甘いざあ）
｢アマ｣サシェ｣－(甘いさ）
｢アマ｣サク｣トゥ(甘いから）
｢アマ｣サシ｣ガ(甘いけど）
｢アマ｣サガ(甘いか）
｢アマ｣サガヤ｣_(甘いかなあ）
－４０－
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《｢ミジラサン》（珍しい） 《｢ムチ｣カサン》（難しい）
｢ミジラサン｣ド｢－(珍しいぞ）
｢ミジラサン｢テイン｣ド｢_(珍しいそうだよ）
｢ムチ｣カサンド｢_(難しいぞ）
｢ムチ｣カサン｢ティン｣ド｢_(難しいそうだよ）
｢ムチ｣カサンデ｢_(難しいよ）
｢ムチ｣カサンテ｢_(難しいなぁ）
｢ムチ｣カサンナ｢－(難しいのかい）
｢ムチ｣カサンヨ｣－(難しいよ）
｢ムチ｣カサンヤ｣－(難しいねえ）
｢ムチ｣カサミ(難しいか）
｢ムチ｣カサルバ｢－(難しいわけ）
｢ムチ｣カサルハ｣ジ(難しいだろう）
｢ムチ｣カサルム｣ン(難しいのだから）
｢ムチ｣カシーム｣ン(難しいのだから）
｢ムチ｣カサルムン｣ヌ(難しいのだけど）
｢ムチ｣カシームン｣ヌ(難しいのだけど）
｢ムチ｣カササ(難しいさ）
｢ムチ｣カサッサ｢－(難い､さあ）
｢ムチ｣カサシェ｣－(難しいさ）
｢ムチ｣カサク｣トゥ(難しいから）
｢ムチ｣カサヨ｣_(難しいねえ）
｢ムチ｣カサシ｣ガ(難しいけど）
｢ムチ｣カサガ(難しいか）
｢ムチ｣カサガヤ｣－(難しいかなあ）
｢ミジラサン｣デ｢－(珍しいよ）
｢ミジラサン｣テ｢－(珍しいなぁ）
｢ミジラサン｣ナ｢－(珍しいのかい）
｢ミジラサンヨ｣－(珍しいよ）
｢ミジラサンヤ｣－(珍しいねえ）
｢ミジラサミ､ミジラサ｢ミ(珍しいか）
｢ミジラサル｣（｢－(珍しいわけ）
｢ミジラサルハ｣ジ(珍しいだろう）
｢ミジラサルム｣ン(珍しいのだから）
｢ミジラシームル(珍しいのだから）
｢ミジラサルムン｣ヌ(珍しいのだけど）
｢ミジラシームン｣ヌ(珍しいのだけど）
｢ミジラササ､ミジラサ｢サ(珍しいさ）
｢ミジラサッ｣サ｢－(珍しいざあ）
｢ミジラサシェ｣_(珍しいさ）
｢ミジラサクルゥ(珍しいから）
｢ﾐｼﾞﾗｻﾖ｣_(珍しいねえ）
｢ミジラサシ｣ガ(珍しいけど）
｢ミジラサガ､ミジラサ｢ガ(珍しいか）
｢ミジラサガヤ｣－(珍しいかなあ）
－４１－
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《｢タカサン》（高い)の否定形 《｢アマ｣サン》（甘い)の否定形
｢タカコーネーン(高くない）
｢タカコーネーン｣ド｢－(～ぞ）
｢タカコーネーン｢ﾃｲﾝ｣Ｆ｢－(～そうだよ）
｢アマ｣コーネーン(甘くない）
｢アマ｣コーネーン｣ド｢_(～ぞ）
｢アマ｣コーネーン｢ﾃｨﾝ｣利一(～そうだよ）
｢アマ｣コーネーン｣デ｢_(～よ）
｢アマ｣コーネーン｣テ｢_(～なあ）
｢アマ｣コーネーン｣ナ｢－(～のかい）
｢アマ｣コーネーンヨ｣－(～よ）
｢アマ｣コーネーンヤ｣－(～ねえ）
｢アマ｣コーネーニ(～か）
｢アマ｣コーネーン｣バー｢イ(～わけか）
｢アマ｣コーネーンハ｣ジトだろう）
｢アマ｣コーネーンムル(～のだから）
｢アマ｣コーネーンムン｣ヌ(～のだけど）
｢アマ｣コーネーンサ(～ざ）
｢アマ｣コーネーンッ｣サト(～さあ）
｢アマ｣コーネーンシェ｣_(～さ）
｢アマ｣コーネーンクルゥ(～から）
｢アマ｣コーネーンシ｣ガ(～けど）
｢アマ｣コーネーンガ(～か）
｢アマ｣コーネーンガヤ｣－(～かなあ）
｢タカコーネーン｣デ｢－(～よ）
｢タカコーネーン｣テ｢_(～なあ）
｢タカコーネーンけ｢－(～のかい）
｢タカコーネーンヨ｣－(～よ）
｢タカコーネーンヤ｣－(～ねえ）
｢タカコーネーニ(～か）
｢タカコーネーン｣（｢_(～わけ）
｢タカコーネーンハ｣ジトだろう）
｢タカコーネーンム｣ン(～のだから）
｢タカコーネーンムン｣ヌ(～のだけど）
｢タカコーネーンサ(～さ）
｢タカコーネーンッ｣サト(～ざあ）
｢タカコーネーンシェ｣_(～さ）
｢タカコーネーンク｣トゥ(～から）
｢タカコーネーンシ｣ガトけど）
｢タカコーネーンガ(～か）
｢タカコーネーンガヤ｣－(～かなあ）
－４２－
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《｢アマ｣サン》（甘い)の過去形《｢タカサン》（高い)の過去形
｢アマ｣サダ｣ン(甘かった）
｢アマ｣サタンド｢_(甘かったぞ）
｢アマ｣サタン｢テイン｣ド｢－(～そうだよ）
｢アマ｣サタンデ｢－(甘かったよ）
｢アマ｣サタンテ｢－(甘かったなあ）
｢アマ｣サタンナ｢－(甘かったのかい）
｢アマ｣サタンヨ｣－(甘かったよ）
｢アマ｣サタンヤ｣_(甘かったねえ）
｢アマ｣サティ｣_(甘かったか）
｢アマ｣サタルバー｢イ(甘かったわけか）
｢アマ｣サタルハ｣ジ(甘かっただろう）
｢アマ｣サタルムル(甘かった）
｢アマ｣サタルムン｣ヌ(甘かったのだけど）
｢アマ｣サダ｣サ(甘かったさ）
｢アマ｣サダツサ｢_(甘かったざあ）
｢アマ｣サタシェ｣_(甘かったざ）
｢アマ｣サタクルゥ(甘かったから）
｢アマ｣サタシ｣ガ(甘かったけど）
｢アマ｣サダ｣ガ(甘かったか）
｢アマ｣サタガヤ｣_(甘かったかなあ）
｢タカサタレ(高かった）
｢タカサタン｣ド｢_(高かったぞ）
｢タカサタン｢ティン｣ド｢－(～そうだよ）
｢タカサタン｣デ｢－(高かったよ）
｢タカサタン｣テ｢－(高かったなあ）
｢タカサタン｣ナ｢－(高かったのかい）
｢タカサタンヨ｣－(高かったよ）
｢タカサタンヤ｣－(高かったねえ）
｢タカサティ｣－(高かったか）
｢タカサタル｣（｢－(高かったわけ）
｢タカサタルハ｣ジ(高かっただろう）
｢タカサタルムル(高かったのだから）
｢タカサタルムン｣ヌ(高かったのだけど）
｢タカサタ｣サ(高かったさ）
｢タカサタッ｣サト(高かったさあ）
｢タカサタシェ｣－(高かったさ）
｢タカサタク｣トゥ(高かったから）
｢タカサタシ｣ガ(高かったけど）
｢タカサタ｣ガ(高かったか）
｢タカサタガヤ｣－(高かったかなあ）
－４３－
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《｢タカサン》（高い)のヌ形 《｢アマ｣サン》（甘い)のヌ形
｢タカサスタカサ｢ヌ(高いから）
｢タカサヌヨ｣_(高いからなあ）
｢タカサヌヤ｣－(高いからねえ）
｢アマ｣サヌ(甘いから）
｢アマ｣サヌヨ｣_(甘いからなあ）
｢アマ｣サヌヤ｣－(甘いからねえ）
《｢タカサン》（高い)の推量形 《｢アマ｣サン》（甘い)の推量形
｢タカサラ(高いだろう）
｢タカサラ｣ド｢_(高いだろうよ）
｢タカサラ｣テ｢－(高いだろうなあ）
｢タカサラ｣ヤ｢_(高いだろうねえ）
｢タカサラハ｣ジ(高いだろう）
｢タカサラハジ(同上）
(｢タカサラハジ｣ド｢－）（～だろうよ）
｢アマ｣サラ(甘いだろう）
｢アマ｣サラド｢－(甘いだろうよ）
｢アマ｣サラテ｢－(甘いだろうなあ）
｢アマ｣サラヤ｢－(甘いだろうねえ）
｢アマ｣サラハ｣ジ(甘いだろう）
、
(｢アマ｣サラハジ｣Ｆ｢－）（～だろうよ）
《｢タカサン》（高い)の過去推量形 《｢アマ｣サン》（甘い)の過去推量形
｢タカサタ｣ラ(高かっただろう）「アマ｣サダ｣ラ(甘かっただろう）
｢タカサタラ｣Ｆ｢－(高かっただろうよ）「アマ｣サタラド｢－(甘かっただろうよ）
｢タカサタラ｣テ｢－(高かっただろうなあ）「アマ｣サタラテ｢－(甘かっただろうなあ）
｢タカサタラ｣ヤ｢－(高かっただろうねえ）「アマ｣サタラヤ｢_(甘かっただろうねえ）
｢タカサタラハ｣ジ(高かっただろう）「アマ｣サタラハ｣ジ(甘かっただろう）
｢タカサタラハジ(同上）
(｢タカサタラハジ｣ド｢_）（～だろうよ）（｢アマ｣サタラハジ｣ド｢－）(～だろうよ）
－４４－
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＊＊形容動詞（ナ形容詞）例＊＊
《｢デージナ》（大変な［大事な]） 《｢ミグ｣トゥナ》（見事な）
｢デージ｢ヤン｣Ｆ｢－(大変だぞ）
｢デージ｣ド｢－(大変よ）
｢デージ｢ヤンティン｣ド｢_(～そうだよ）
｢デージ｢テイン｣Ｆ｢_(～そうだよ》
｢デージ｢ヤン｣デ｢－(大変だよ）
｢デージ｣デ｢－(大変よ）
｢デージ｢ヤン｣テ｢_(大変だなあ）
｢デージ｣テ｢_(大変ねえ）
｢デージ｢ヤン｣ナ｢_(大変なのかい）
｢デージ｣ナ｢－(大変かい）
｢デージ｢ヤンヨ｣一(大変だよ）
｢デージヨ｣－(大変よ）
｢デージ｢ヤンヤ｣－(大変だねえ）
｢デージヤ｣_(大変ねえ）
｢デージヤ｣ミ(大変なのか）
デージ｢_(大変か）
｢デージ｢ヤル｣（｢_(大変なわけ）
｢デージ｢ヤル｣ハジ(大変だろう）
｢デージナハ｣ジド｢－(大変だろう）
｢デージ｢ヤル｣ムン(大変なのだから）
｢デージナムン｣ド｢－(大変だからよ）
｢デージ｢ヤルムン｣ヌ(大変なのだけど）
｢デージナムン｣ヌ(大変だけど）
｢デージ｢ヤ｣サ(大変ざ）
｢デージ｢ヤシ｣サ｢－(大変さあ）
｢デージ｢ヤシェ｣_(大変ざ）
｢デージ｢ヤク｣トゥ(大変だから）
｢デージ｢ヤシ｣ガ(大変だけど）
｢デージヤ｣ガ(大変なのか）
デージ｢ガ(大変か）
｢デージ｢ヤガ｣ヤー(大変なのかなあ）
｢デージガヤ｣_(大変かなあ）
｢ミグルゥ｢ヤン｣Ｆ｢－(見事だぞ）
｢ﾐｸﾞﾙｩﾄﾞ｢－(見事よ）
｢ミグルゥ｢ヤンティン｣Ｆ｢－(～そうだよ）
｢ミグ｣トゥ｢ティン｣ﾄﾞ｢－(～そうだよ）
｢ミグルゥ｢ヤン｣デ｢－(見事だよ）
｢ミグ｣ﾄｩﾃﾞ｢－(見事よ）
｢ミグ｣トゥ｢ヤン｣テ｢－(見事だなあ）
｢ミグルゥテ｢－(見事ねえ）
｢ミグ｣トゥ｢ヤン｣ナ｢－(見事なのかい）
｢ミグルゥナ｢－(見事かい）
｢ミグ｣トゥ｢ヤンヨ｣_(見事だよ）
｢ミグルゥヨ｣_(見事よ）
｢ミグ｣トゥ｢ヤンヤ｣－(見事だねえ）
｢ミグ｣ﾄｩﾔ｣－(見事ねえ）
｢ミグ｣ﾄｩﾔ｣ミ(見事なのか）
｢ミグ｣ﾄｩｲ(見事か）
｢ミグ｣トゥ｢ヤル｣（｢_(見事なわけ）
｢ミグ｣トウ｢ヤル｣ハジ(見事だろう）
｢ミグ｣トゥナハジド｢_(見事だろう）
｢ミグルゥ｢ヤル｣ムン(見事なのだから）
｢ミグ｣トゥナムンド｢_(見事だからよ）
｢ミグ｣トゥ｢ヤルムン｣ヌ(見事なのだけど）
｢ミグルゥナムン｣ヌ(見事だけど）
｢ミグ｣トゥ｢ヤ｣サ(見事さ）
｢ミグ｣トゥ｢ヤシ｣サ｢－(見事さあ）
｢ミグルゥ｢ヤシェ｣－(見事ざ）
｢ミグ｣トゥ｢ヤク｣トゥ(見事だから）
｢ミグルゥ｢ヤシ｣ガ(見事だけど）
｢ミグ｣ﾄｩﾔ｣ガ(見事なのか）
｢ﾐｸﾞｩ｣ﾄｩｶﾞ(見事か）
｢ミグルゥ｢ヤガ｣ヤー(見事なのかなあ）
｢ミグ｣トゥガヤ｣_(見事かなあ）
－４５－
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《｢シヤ｣ワシナ》（幸せな）《｢ガンジューナ》(健康な［頑丈な]）
｢シヤ｣ワシ｢ヤン｣Ｗ－(幸せだぞ）
｢シヤ｣ワシド｢_(幸せよ）
｢シヤ｣ワシ｢ヤンティン｣ド｢_(～そうだよ）
｢シヤ｣ワシ｢ティン｣ド｢_(～そうだよ）
｢シヤ｣ワシ｢ヤン｣デ｢－(幸せだよ）
｢シヤ｣ワシデ｢－(幸せよ）
｢シヤ｣ワシ｢ヤン｣テ｢－(幸せだなあ）
｢シヤ｣ワシテ｢－(幸せねえ）
｢シヤ｣ワシ｢ヤン｣ナ｢－(幸せなのかい）
｢シヤ｣ワシナ｢－(幸せかい）
｢シヤ｣ワシ｢ヤンヨ｣－(幸せだよ）
｢シヤ｣ワシヨ｣－(幸せよ）
｢シヤ｣ワシ｢ヤンヤ｣－(幸せだねえ）
｢シヤ｣ワシヤ｣_(幸せねえ）
｢シヤ｣ワシ｢ヤ｣ミ(幸せなのか）
｢シヤ｣ワシー(幸せか）
｢シヤ｣ワシ｢ヤル｣（｢－(幸せなわけ）
｢シヤ｣ワシ｢ヤル｣ハジ(幸せだろう）
｢シヤ｣ワシナハジ｣ド｢_(幸せだろうよ）
｢シヤ｣ワシ｢ヤル｣ムン(幸せなのだから）
｢シヤ｣ワシナムン｣ドト(幸せだからよ）
｢シヤ｣ワシ｢ヤル｣ムンヌ(幸せなのだけど）
｢シヤ｣ワシナムン｣ヌ(幸せだけど）
｢シヤ｣ワシ｢ヤ｣サ(幸せさ）
｢シヤ｣ワシ｢ヤシ｣サト(幸せさあ）
｢シヤ｣ワシ｢ヤシェ｣－(幸せさ）
｢シヤ｣ワシ｢ヤクルゥ(幸せだから）
｢シヤ｣ワシ｢ヤシ｣ガ(幸せだけど）
｢シヤ｣ワシ｢ヤ｣ガ(幸せなのか）
｢シヤ｣ワシガ(幸せか）
｢シヤ｣ワシ｢ヤガ｣ヤー(幸せなのかなあ）
｢シヤ｣ワシガヤ｣－(幸せかなあ）
｢ガンジュー｢ヤン｣Ｆ｢－(健康だぞ）
｢ガンジュー｣ド｢_(健康よ）
｢ガンジュー｢ヤンティン｣Ｆ｢－(～そうだよ）
｢ガンジュー｢ティン｣ド｢－(～そうだよ）
｢ガンジュー｢ヤン｣デ｢－(健康だよ）
｢ガンジュー｣デ｢－(健康よ）
｢ガンジュー｢ヤン｣テ｢－(健康だなあ）
｢ガンジュー｣テ｢－(健康ねえ）
｢ガンジュー｢ヤン｣ナ｢_(健康なのかい）
｢ガンジュー｣ナ｢－(健康かい）
｢ガンジュー｢ヤンヨ｣_(健康だよ）
｢ガンジューヨ｣－(健康よ）
｢ガンジュー｢ヤンヤ｣－(健康だねえ）
｢ガンジューヤ｣－(健康ねえ）
｢ガンジュー｢ヤ｣ミ(健康なのか）
ガンジュー｢イ(健康か)（山之口摸1964:17）
｢ガンジュー｢ヤル｣（｢-(健康なわけ）
｢ガンジュー｢ヤル｣ハジ(健康だろう）
｢ガンジューナハジ｣Ｗ_(健康だろうよ）
｢ガンジュー｢ヤル｣ムン(健康なのだから）
｢ガンジューナムン｣ド｢_(健康だからよ）
｢ガンジュー｢ヤル｣ムンヌ(健康なのだけど）
｢ガンジューナムン｣ヌ(健康だけど）
｢ガンジュー｢ヤ｣サ(健康さ）
｢ガンジュー｢ヤシ｣サ｢－(健康さあ）
｢ガンジュー｢ヤシェ｣－(健康さ）
｢ガンジュー｢ヤク｣トウ(健康だから）
｢ガンジュー｢ヤシ｣ガ(健康だけど）
｢ガンジュー｢ヤ｣ガ(健康なのか）
ガンジュー｢ガ(健康か）
｢ガンジュー｢ヤガ｣ヤー(健康なのかなあ）
｢ガンジューガヤ｣－(健康かなあ）
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